
 

 

 

 

（お知らせ）             

令和元年１１月１日 

統 合 幕 僚 監 部 

 

令和元年度自衛隊統合演習（実動演習）について  

 

 

自衛隊は、下記のとおり令和元年度自衛隊統合演習（実動演習）を実施します。 

 

記 

 

１ 演習の目的 

防衛、警備に係る自衛隊の統合運用について演練し、自衛隊の統合運用能力の維持・
向上を図る。 

 

２ 実施時期 

令和元年１１月１１日（月）～１１月２１日（木） 

 

３ 実施場所 

種子島、我が国周辺海空域、自衛隊施設及び在日米軍射爆撃場等 

 

４ 統裁官 

  統合幕僚長 

 

５ 主要訓練項目 

（１）水陸両用作戦 

（２）総合ミサイル防空を考慮した防空作戦 

（３）海空作戦 

（４）統合電子戦 

（５）サイバー攻撃等対処 

（６）統合後方補給 

（７）協同基地警備 

（８）空挺作戦 

 

６ 演習参加部隊等 

（１）幕僚監部 

 統合幕僚監部、陸上幕僚監部、海上幕僚監部及び航空幕僚監部 

（２）陸上自衛隊 

陸上総隊、各方面隊等 

（３）海上自衛隊 

自衛艦隊、呉地方隊等 
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（４）航空自衛隊 

航空総隊、航空支援集団等 

（５）共同の部隊及び機関 

自衛隊指揮通信システム隊、自衛隊中央病院等 

 

７ 演習参加規模 

人員約３２，０００名、車両約１，６００両、艦艇８隻、航空機約１６０機 

 

８ その他 

  自衛隊統合演習（実動演習）は平成１８年度統合運用体制移行後、７回目となりま

す。実動演習と指揮所演習を毎年交互に行っており、本年度は実動演習を実施します。 


